
「黄色い炎 白い炎 最後まで心を一つに 奄美っ子」（本年度スローガン） 

 残暑厳しい中，子どもたちは，コロナの感染対策や熱中症予防を入念にしながら，運動会の練習

に励んでいきます。今年度もコロナ禍のため，様々な制限のある中ですが，是非来校して，子ども

たちが精一杯競技したり，演技したりする姿をご覧いただき，励ましの声援を送ってくださるよう

お願いいたします。 

＜第９７回秋季大運動会＞ 

１０月３日（日） ※小雨決行，雨天順延 

   ８：３５ 開会式開始予定（ ８：４５ 競技開始予定） 

１１：２０ 閉会式終了予定（１１：０８ 競技終了予定） 

＜保護者・地域の皆様へのお願い＞ 

◇ 学校敷地内は，全面禁煙・禁酒です。 

◇ 当日，校内や学校周辺に駐車場はありません。 

◇ マスク着用，手指消毒等，御協力ください。 
 

                             

令和３年９月 24日発行 

校訓…強く 正しく 最後まで 

                                児童数 男子 228 人 女子 188 人 計 417 人 

                                           （Ｒ3.9.1現在） 

 

【１０月の主な行事予定】 
 ２日（土） 土曜授業 
 ３日（日） 第９７回秋季大運動会 
 ４日（月） 振替休日 
 5 日（火） 身体計測(低),視力検査(6 年) 
 ６日（水） 身体計測(中),視力検査(5 年) 
 ７日（木） 身体計測(高),視力検査(4 年) 
８日（金） 視力検査(3 年)，避難訓練 

１１日（月） 視力検査(2 年) 
１２日（火） 視力検査(1 年) 
２８日（木） 市小学校陸上記録会(６年のみ) 
 
◇歯っぴい週間 ＜ ５日(火)～ ８日(金)＞ 
◇家庭学習強調週間 ＜ ８日(金)～1３日(水)＞ 
 
※ 10 月 18 日から予定していた修学旅行は
延期します。日程等については，決定次第連
絡します。 

 

【１０月の生活目標】 
 ☆ 時間を守ろう。 
【１０月の保健・給食目標】 
 ☆ 目を大切にしよう。 

奄美市理科作品展（特選のみ） 

1年 城山 奏   1年 瀧田 心音     
2年 川畑 宗一郎 2年 元 優誠  
2年 平田 みれい 3年 染谷 ゆい  
4年 盛 心音   4年 山口 綾大  
5年 岡江 幸陽  5年 清田 創司 
5年 巴 颯輝  

南日本硬筆点展（優秀賞・推薦のみ） 

【優秀賞】 
2年 田島 海跳   4年 大野 志歩 
【推薦】 
2年 清田 航司   5年 津畑 杏朱 
2年 平田 みれい  5年 田川 真帆 
2年 田頭 優稀乃  5年 岡江 幸陽 
2年 元 優誠    6年 竹山 真子 
2年 満井 心和 
 
 

 

田中一村記念スケッチコンクール 

【優秀賞】 
2年 元 優誠 
【入選】 
2年 川畑 宗一郎  2年 坂元 瑛愛     
2年 平田 みれい  3年 里 桃羽 
3年 濱田 季依   4年 池田 蒼 
4年 茂野 晴馬   4年 大野 志歩 
4年 小元 える   4年 作田 空真  
5年 津畑 杏朱   5年 坂元 心 
6年 武宮 羽杏   6年 内藤 ののか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

秋の全国交通安全運動 

９月２１日（火）～３０日（木）の期間に全国で実施されます。交通安全に

ついては，日頃から，子どもたちへも呼びかけているところではありますが，

御家庭でも，いつも以上に子どもたちへの目配り，気配りをお願いします。 
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奄美小 学校だより 

   奄 美 子 

夏休み期間に，多くの児童が自由研究や作品など
に取り組みました。友達の作品や作品集を見て，
更に研究意欲や創作熱が高まるといいですね。 

共生社会に向かい，多様性を認め合う子供の育成 

 

校長 𠮷峯 進  

 

東京パラリンピックが８月５日に閉幕しました。私はこれまで，オリンピックに見入って選手に

声援を送ることはありましたが，正直パラリンピックにはそれほど興味を示していませんでした。 

ところが，今回の舞台は日本，夏休みの開催かつコロナ禍ということもあり，ほとんど毎日のよう

にテレビ観戦しました。 

 身体等に何らかのハンディをもった選手が，ひたむきに競技に取り組む姿に，テレビの前で釘付

けになりました。車いすや補助具等をまるで体の一部かのように使いこなす技術に感動しました

が，水泳のインパクトは衝撃的でした。見た目に身体欠損は明らか，その体で懸命に泳ぐ姿に感動

を覚えると同時に，人間に限界はないのだと感じました。 

 パラリンピックの父“ルートヴィッヒ・グットマン”は，「失ったものを数えるな，残されたも

のを最大限に生かせ」と言いました。まさにこれがパラリンピアン共通の信念なのだと感じました。

コロナ禍での開催に賛否両論ありましたが，パラリンピックを通じて，「自分たちがもっている力

を最大限発揮する，生かす」ことの大切さを学んだだけでも意義のある大会だったと思います。 

 さて，今回の東京オリンピック・パラリンピックのビジョンには，「多様性と調和」が掲げられ，

大会基本計画には，レガシーとして，「パラリンピックを契機とする人々の意識改革，共生社会の

実現」が盛り込まれていました。 

 本校の学校教育目標は，『共に学ぶ・育つ・生きる』，この「共に生きる」とは，子供たち（教職

員）が認め合うということです。学校はまさに，共生を学ぶ最適の場所です。子供たちにはそれぞ

れ個性や特性があり，得手不得手があり，集団の中で，お互いにそれらを理解し，認め合い，補い

合って生活しています。社会生活を送る上での基本を学んでいるのです。 

 日本に来た多くの外国人が，日本人の道徳性と規律正しい行動に驚くようです。過去にも，東日

本大震災の時，パニックになり暴動等が起きてもおかしくない中，整然と配給の列に並ぶ姿が世界

中から驚嘆されました。私は，この共生の一つの姿は，学校教育に依るところが大きいと考えます。 

 現在の学習指導要領の中にも「共生社会」という言葉が盛り込まれ，今後更に多様性を認めるこ

とができる子供たちを育てていかなければなりません。共生の意識が溢れた学校は，子供たちにと

って快適で過ごしやすく，楽しく，活気に満ちた素晴らしい場となります。家庭でも，パラリンピ

ックを振り返って話題にしてみてください。学校と家庭が連動して，次世代の大人を育んでいきま

しょう。 

 

 ２学期は，多くの学校行事が計画されています。コロナ禍ではありますが，工夫改善して，何と

か実施する方向で模索していきたいと考えます。 

 学校行事は，結果の成否よりも過程に多くの教育的意義があります。学校行事を通して子供たち

は，協調性や協力心を養い，学級や学年の絆を築き，結果，学校全体としてのまとまりが形成され

ます。 

 可能なコロナ対策を講じた上で実施していきますので，保護者の皆様の御理解と御協力をお願い

いたします。 

1 学期に，多くの児童が頑張っ
て取り組みました。 


